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第３章 「田んぼダム」の効果 

「田んぼダム」は、排水路や河川の流下能力や排水機場の排水能力を超える降雨があった

場合でも、排水路や河川の水位の上昇を抑え、溢れる水の量や範囲を抑制することで、被害

を軽減することができます。本章では、「田んぼダム」の効果について、水田からの流出量

抑制効果、排水路や下流河川の水位上昇抑制効果、浸水量、浸水面積の低減効果を示します。 

３．１ 水田からの流出量抑制効果 

〇 水田からの流出量のピークを抑制 

「田んぼダム」は、水田の排水口に流出量を抑制するための堰板や小さな穴の開いた

調整板などをとりつけ、水田に降った雨を時間をかけてゆっくりと排水することで、流

出量のピーク（ 大流出量）を抑制する効果があります。 

水田からの流出量抑制効果は一定ではなく、水田の畦畔等の状況、流出量調整器具、

雨の降り方等により異なります。 

効果の一事例として、令和３年度「スマート田んぼダム実証事業」（以下、実証事業と

言います。）で観測された流出量のピーク抑制効果を図９に示します。この事例では、

「田んぼダム」を実施していない場合に比べて、流出量のピークを 73％抑制することが

できました。 

 

図９ 水田からの流出量抑制効果（実証事業観測結果） 
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〇 様々な規模の降雨に対して効果を発揮 

「田んぼダム」は、規模の小さい降雨から大きい降雨まで様々な規模の降雨に対して

効果を発揮することができます。また、2.2.3 で述べたように、想定する降雨に応じて

適切な流出量調整器具を選定することで、より大きな効果を期待することができます。 

実証事業で行ったシミュレーションの結果を図 10 に示します。 

10 年に 1回程度（ 大時間雨量 57.1mm、総雨量 168.3mm）の規模の降雨では、水田か

らのピーク流出量を、機能一体型で約 78％、機能分離型で約 74％抑制する効果が発揮

されています。 

50 年に１回程度（ 大時間雨量 71.6mm、総雨量 242.4mm）の規模の降雨では、機能一

体型で約 36％、機能分離型で約 85％、100 年に 1 回程度（ 大時間雨量 77.5mm、総雨

量 277.1mm）の規模の降雨では、機能一体型で約 21％、機能分離型で約 86％抑制する効

果が発揮されており、大規模な降雨に対しては、機能分離型がより大きな効果を発揮で

きると考えられます。 

 

図 10 水田からの流出量抑制効果（実証事業 シミュレーション結果） 

確率降雨：気象庁栃木観測所の観測値を基に算出 

ほ場条件：畦畔高 30cm, 排水桝の堰幅 22cm, 流出口径φ110 

機能分離型の流量調整器具：流量調整板に口径φ40 の流出孔 

機能一体型の流量調整器具：排水桝に上幅 15cm、高さ 11cm の V 字切欠を設置 

初期水深：0cm 
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３．２ 排水路や下流河川の水位上昇抑制効果 

〇 排水路や下流河川の水位上昇を抑制 

 「田んぼダム」に取り組んだ水田からのピーク流出量を抑制することで、排水路や河

川の水位上昇を抑制する効果に繋がります。実証事業で排水路の水位を観測したところ、

「田んぼダム」に取り組んだ地区での水位上昇量が抑えられる効果が確認されました。 

効果の一例として、新潟県新潟市で行った実証調査の観測結果を図 11、観測箇所の位

置を図 12 に示します。「田んぼダム」を実施しなかった水田の排水路での水位上昇が約

0.15ｍであったのに対し、「田んぼダム」を実施した水田の排水路での水位上昇が約 0.08

ｍであり、排水路の水位上昇を抑制していることが確認できました。 

 
図 11 排水路の水位上昇抑制効果（実証事業 観測結果） 

 

図 12 観測箇所位置図 
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〇 様々な規模の降雨に対して効果を発揮 

３.１で述べたとおり、「田んぼダム」は、規模の小さい降雨から大きい降雨まで様々

な規模の降雨に対して効果を発揮することができます。実証事業で行ったシミュレーシ

ョンの結果を図 13 に、流量算出地点の位置を図 14 に示します。 

10 年に 1回程度（ 大時間雨量 57.1mm、総雨量 168.3mm）の規模の降雨では、幹線排

水路のピーク流量を、機能一体型で約 26％、機能分離型で約 22％抑制する効果が発揮

されています。 

50 年に１回程度の降雨（ 大時間雨量 71.6mm、総雨量 242.4mm）では、機能一体型で

約 11％、機能分離型で約 19％、100 年に１回程度の降雨（ 大時間雨量 77.5mm、総雨量

277.1mm）では、機能一体型で約６％、機能分離型で約 18％抑制する効果が発揮されて

おり、大規模な降雨に対しては、機能分離型がより大きな効果を発揮すると考えられま

す。 

 

図 13 幹線排水路流量の抑制効果（実証事業 シミュレーション結果） 

 

図 14 シミュレーション検証地点位置図 

条件：流域面積 1,015 ha 水田面積率 38%  地形勾配 約 1/300 「田んぼダム」実施率 100％ 機能分離型 
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〇 集水域に占める取組面積の割合に応じて効果を発揮 

 水位上昇を抑制する効果は、「田んぼダム」の取組面積が集水域に占める割合に応じて

変わります。 
集水域に占める取組面積の割合が大きければ、排水路や河川の流量への影響も大きく

なりますが、集水域に占める取組面積の割合が小さければ、取組水田以外の集水域に降

った雨の影響が大きくなることから、取組の影響は小さくなります。 
実証事業で行ったシミュレーションの結果を図 15 に、流量算出地点の位置を図 16 に

示します。降雨の規模に関わらず、集水域に占める取組面積の割合が大きいほど、ピー

ク流量の抑制効果も大きくなります。 

集水域に占める取組面積の割合が小さい場合は、「田んぼダム」だけでは大きな効果は

期待できませんが、集水域全体で「田んぼダム」を含めた様々な取組を検討し、被害の

軽減に向けて、少しずつでも効果を積み上げていくことが重要です。 

 
※ 図 16 の地点 1～4 で流量のピークカット率算出。それ以外の条件は図 14 と同じ 

図 15 集水域に占める取組面積の割合に応じた流量抑制効果（実証事業 シミュレーション結果） 

 

 

 

図 16 流量算出地点位置図 
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３．３ 浸水量、浸水面積の低減効果 

〇 浸水量や浸水面積を低減 

 「田んぼダム」の取組により、水田からのピーク排水量を抑制し、排水路や河川の水

位上昇を抑制することで、排水路や河川からの浸水量や浸水面積を軽減する効果に繋が

ります。 
実証事業で行ったシミュレーションでは、低平地、傾斜地の地形条件の異なる地域で

あっても、浸水量や浸水面積を軽減する効果が示されました。 

〇 低平地で浸水量、浸水面積を低減 

「田んぼダム」は低平地で効果を発揮することができます。 
実証事業において、排水機場で常時排水を行っている低平地の新潟県新潟市の和田地

区を対象に行ったシミュレーションの結果を図 17 に示します。 
50年に１回程度の降雨（ 大時間雨量54mm、総降水量171mm）の場合に浸水量が26％、

浸水面積が 24％低減する効果が示されており、10 年に１回程度の降雨（ 大時間雨量

40mm、総降水量133mm）や、100年に１回程度の降雨（ 大時間雨量62mm、総降水量176mm）

でも浸水量、浸水面積を低減する効果が示されました。 

 

 
図 17 浸水量、浸水面積の低減効果（実証事業 シミュレーション結果） 

流域面積 9,623 ha  水田面積率 41% 「田んぼダム」取組率 100%  機能分離型 
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50 年に１回程度の降雨があった場合のシミュレーション結果を図 18 に示します。「田

んぼダム」を実施している地域の特定の場所ではなく、様々な場所において、浸水深や

浸水面積が減少しています。 

 

  
 

 
図 18 氾濫シミュレーション結果（新潟県新潟市和田地区 1/50 年確率雨量） 

「田んぼダム」未実施 
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 ・浸水量   1,406 千 m3 

「田んぼダム」実施 

 ・浸水面積   456 ha 

 ・浸水量   1,039 千 m3 
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〇 傾斜地で浸水量、浸水面積を低減 

「田んぼダム」は傾斜地でも効果を発揮することができます。 
実証事業において、傾斜地の栃木県栃木市の吹上東部地区を対象に行ったシミュレー

ションの結果を図 19 に示します。 
50 年に１回程度の降雨（ 大時間雨量 72mm、総雨量 242mm）の場合に浸水量、浸水面

積ともに約 40％低減する効果が示されており、10 年に１回程度の降雨（ 大時間雨量

57mm、総雨量 168mm）や、100 年に１回程度の降雨（ 大時間雨量 77mm、総雨量 277mm）

でも浸水量、浸水面積を低減する効果が示されました。 

 

 

 
図 19 浸水量、浸水面積の低減効果（栃木県栃木市吹上東部地区 シミュレーション結果） 

流域面積 1,015 ha 水田面積率 38% 地形勾配 約 1/300「田んぼダム」取組率 100%  機能分離型 

 

 

  

29.5 
37.8 

14.8 

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

40

50

1/10年確率⾬量 1/50年確率⾬量 1/100年確率⾬量

減
少

率
(%

)

浸
⽔

⾯
積

(h
a)

浸⽔⾯積
「⽥んぼダム」未実施
「⽥んぼダム」実施
減少率

58.8 

38.4 

19.1 

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

1/10年確率⾬量 1/50年確率⾬量 1/100年確率⾬量

減
少

率
(%

)

浸
⽔

量
(千

m
3 )

浸⽔量
「⽥んぼダム」未実施
「⽥んぼダム」実施
減少率



29 
 

50 年に１回程度の降雨があった場合のシミュレーション結果を図 20 に示します。下

流の地域だけでなく、上流や中流の地域も含めて、「田んぼダム」を実施している地域の

様々な場所で浸水量や浸水面積が減少しています。 

 

  
図 20 氾濫シミュレーション結果（栃木県栃木市吹上東部地区 1/50 年確率雨量） 
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